
藤
本
愛
子

国
公
労
連

23

朝
ビ
ラ
配
布
は
労
働
者
の
権
利
だ 
─
─ 
管
理
・
干
渉
が

強
ま
る
職
場

社
会
評
論
　
第
192
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

リ
ス
ボ
ン
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

 

ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
旅
抄

明
治
大
学

元
教
員

立 

野  

正 

裕
150

十
月
社
会
主
義
革
命
の
一
〇
〇
周
年
に
よ
せ
て

 

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
の
第
一
九
回
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
共
産
党
の
報
告

デ
ィ
ミ
ト
リ
ス
‐
コ
ー
ツ
ォ
ン
パ
ス

100

ギ
リ
シ
ャ
共
産
党

中
央
委
員
会
書
記
長

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
が

社
会
主
義
革
命
の
肝
で
あ
る 

─
─ 

特
集
の
企
画
に
あ
た
っ
て

本
誌
編
集
部
98

フ
ィ
リ
ピ
ン
情
勢
と
十
月
社
会
主
義
革
命
の
意
義

 

第
一
九
回
共
産
党
労
働
者
党
国
際
会
議
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党（
Ｐ
Ｋ
Ｐ
‐
１
９
３
０
）の
報
告

ア
ン
ト
ニ
オ
・
パ
リ
ス

108

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
産
党

（
Ｐ
Ｋ
Ｐ‐１
９
３
０
）
総
書
記

十
月
社
会
主
義
大
革
命
の
世
界
史
的
意
義

 

理
論
誌『
労
働
社
会
科
学
』第
一
〇
号
特
集〈
ロ
シ
ア
革
命
―
―
人
類
の
跳
躍
〉か
ら

蔡チ
ェ　

萬マ
ン　

洙ス

114

韓
国
・
労
働
社
会
科
学

研
究
所
編
集
委
員

編
集
者

自
治
体

労
働
者

64 58

岡
本
有
佳

吉
良
　

寛

戦
争
責
任 

 

日
韓「
合
意
」を
め
ぐ
る
日
韓
落
差
は
ど
こ
か
ら 

─
─ 

日
本
政
府
の
主
張
・
姿
勢
を
検
証

し
な
い
日
本
の
マ
ス
コ
ミ　
　

労
働 

 

安
倍「
働
き
方
改
革
」攻
撃
を
葬
り
去
ろ
う
！ 

─
─ 

政
府
・
独
占
の
虚
偽
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
打
ち
破
る
た
め
に

労
働 

 

知
ら
れ
て
い
な
い
蛇
紋
岩
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害 

─
─ 

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の　

救
済
と
根
絶
に
向
け
て

建
設

労
働
者

68

中
村
俊
也

︿
特
集
Ⅱ

現
代
世
界
の
共
産
主
義
運
動
﹀

戦
争
と
女
性 

─
─ 

失
っ
た
権
利
を
取
り
戻
そ
う

 

２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー
３・３
東
京
集
会
基
調
報
告

倉
田
智
恵
子
32

２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー

３
・
３
東
京
集
会
実
行
委
員

壊
憲
Ｎ
Ｏ
！　

働
く
権
利
・
生
き
る
権
利
を
た
た
か
い
と
ろ
う
！

古
賀　

圭
26

２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー

３
・
３
東
京
集
会
実
行
委
員

 

国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３
東
京
集
会
成
功
裡
に
開
催

金キ
ム　

才ジ
ェ　

順ス
ン

オ
モ
ニ
た
ち
の
願
い

 

２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー
３・３
東
京
集
会
に
お
け
る
特
別
講
演

425281

在
日
本
朝
鮮
民
主
女
性
同
盟

中
央
本
部
国
際
部
長

︿
特
集
Ⅰ

２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３
東
京
集
会
﹀

朝
鮮
と
日
本
の
近
代
史

朝
鮮
大
学
校
朝
鮮
問
題

研
究
セ
ン
タ
ー
長

3

康カ
ン  

成ソ
ン  

銀ウ
ン

変
化
の
主
導
権
を
握
る
朝
鮮

祖
国
平
和
統
一
協
会

事
務
局
長

５

宋ソ
ン  

忠チ
ュ
ン  

鉐ソ
ク

改
悪
東
京
都
迷
惑
防
止
条
例
の
廃
止
を
求
め
よ
う

弁
護
士

7

萩 

尾  

健 

太
2

「
明
る
く
な
い
明
治
」が「
暗
い
昭
和
」に
帰
着
し
た
日
本
の
近
代
史 

─
─ 

「
明
治
維
新

１
５
０
年
」批
判
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授

安
川
寿
之
輔

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀　

	

追
川
恵
子 	

176

︿
短
歌
﹀　

み
ど
り
児	

荒
川
源
吾 	

73

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

川
嶋
ち
さ
子

看
護
労
働
者

21

診
療
報
酬
に
振
り
回
さ
れ
る
医
療
労
働 
─
─ 

自
己
管
理
が
求
め
ら
れ
る
患

者
に
必
要
な
医
療
と
は
何
か

︿
連
載
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

80

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀　

派
遣
哀
歌	

笑
い
茸	

138

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀�

広
浜
綾
子　
25

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑲
﹀	

國
分
富
夫	

41

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑲
﹀	

金
野
正
晴	

31

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑮
﹀	

今
中
哲
二	

51

朝
鮮
総
聯
銃
撃
テ
ロ
事
件

 

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
か
ら
テ
ロ
へ
の
移
行

前
田　

朗
140

東
京
造
形

大
学
教
授

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に  

⑩
﹀

東
京
西
部

画
家

8

金
山
明
子

︿
状
況
２
０
１
８ 

春
﹀

171

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

︿
読
者
会
か
ら
﹀

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀

166

『
働
く
、
働
か
な
い
、
働
け
ば
』

自
治
体
労
働
者
・

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

巳
年
キ
リ
ン 

著

髙
井
一
聴

162

元
編
集
者

『
大
西
巨
人
と
六
十
五
年
』

大
西
美
智
子 

著 

武
井
美
子

164

梅
田
正
己 

著

編
集
者

渥
美
　

博

『
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
』

111418

髙
嶋
伸
欣
74

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

朝
鮮
半
島
情
勢
の
激
変
を
見
通
せ
な
か
っ
た
日
本
社
会

 

責
任
は
冷
戦
時
代
認
識
そ
の
ま
ま
の
安
倍
政
権
だ
け
で
な
く

日
本
中
を
感
情
的
民
主
主
義
に
染
め
て
き
た
マ
ス
コ
ミ
に
も

琉
球
大
学

名
誉
教
授

世
界
労
働
組
合
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
／
駐
日
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
大
使　

カ
ル
ロ
ス
・
ミ
ゲ
ー
ル
・
ペ
レ
イ
ラ
・
エ
ル

ナ
ン
デ
ス
／
在
日
韓
国
民
主
女
性
会
／
労
働
社
会
科
学
研
究
所　

運
営
委
員
会

︿
２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３
東
京
集
会
に
寄
せ
ら
れ
た
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹀

中
原
純
子

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
組
・

フ
ジ
ビ
闘
争
争
議
団

搾
取
・
差
別
を
許
さ
な
い
下
請
け
労
働
者
の
闘
い 

─
─ 

フ
ジ
ビ
闘
争
の
五
年

半
を
振
り
返
っ
て

吉
良
紀
子

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
組
・

全
労
働
者
組
合
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争
団

解
雇
撤
回
ま
で
た
た
か
う 
─
─ 

会
社
統
合
に
よ
る
不

当
解
雇
は
許
さ
な
い

青
木
初
子

沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
／

沖
縄
の
た
た
か
い
と
連
帯
す
る
東
京
南
部
の
会

基
地
撤
去
ま
で
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い 
─
─ 

沖
縄
・
反
基
地
の

闘
い
の
現
場
か
ら

︿
２
０
１
８
国
際
婦
人
デ
ー
３
・
３
東
京
集
会
で
の
発
言
か
ら
﹀

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
金
正
恩
委
員
長
の
指
導
の
下
に
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
七
期
第
三

回
総
会
が
行
わ
れ
る
／
●
シ
リ
ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
攻
撃
の
激
化
を
非
難
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
産
党
・
労
働
者
党
の

声
明
／
●〈
欧
州
共
産
党
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
声
明
〉　

パ
レ
ス
チ
ナ
と
世
界
に
平
和
と
正
義
を
、社
会
主
義
に
向
け
て
進
も

う
／
●『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』第
八
号
の
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
／
●
第
一
九
回
世
界
青
年
学
生

祭
典
で
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
貧
困
と
苦
難
、失
業
、帝
国
主
義
戦
争
を
う
み
だ
す
体
制
に
反
対
す
る
反
帝
闘
争
を
強
化
す
る
た

め
の
跳
躍
台
に
し
よ
う

『「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」と
強
制
労
働
』（
強
制
動
員
真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
民
族

問
題
研
究
所
）／『
安
倍
改
憲
は
許
さ
ん
！
』（
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団

体
連
絡
会
）／『
阿
波
根
昌
鴻
資
料
１　

真
謝
日
記
』（
反
戦
平
和
資
料
館
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ
の
家
）

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
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